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ＪＲ東海労働組合

静岡地本と名古屋地本は１月２６日、国土交通省中部運輸局

に対して、御殿場駅事故や些細なミスをも事故にして、乗務停

止や長時間の事情聴取している現状を報告し、ＪＲ東海への指

導を強く求めました。

【静岡地本】

昨年１１月御殿場駅で入換中の車両によるポイント割り出し事故が発生

した。この事故は、静岡支社がＪＲ東海労と確認した車掌の現地での現車

訓練を行っていれば起こらなかった。静岡地本の申し入れに静岡支社は「も

ともと現車訓練の計画はなかった。主管部と労働担当の認識不足だった」

と開き直り、責任の一切を車掌と運転士に押しつけ、車掌は責任をとらさ

れ、駅に配転させられた。

【沼津運輸区分会】

現場は、机上訓練を行っただけで、車掌の多くは入換え作業を理解でき

ず、不安な気持ちで入れ換え作業を行っていた。

【名古屋地本】

車掌が笛を休養室に忘れたことを「貸与品の紛失」と事故扱いし、執拗

な事情聴取を行うなど、些細なことまで事故にしている。その結果、乗務

員は大きなプレッシャーを受け、仕事をしている。

【中部運輸局】

教育・訓練が不十分であれば問題だ。ＪＲ東海労の要請については善処

したい。風通しを良くするためにお互い努力しよう。これからも現場の生

の声を聞かせて欲しい。

安全確立のたたかいをさらに強化しよう！

ＪＲ東海の安全姿勢の是正を求め
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